チュウゴク セイアン ノ シセキ ホゴ チョウサ ホウコク : コシャシン ノ カツヨウ by 村松 弘一 & Koichi Muramatsu
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＊ 10 瀬川拓郎『縄文の思想』講談社現代新書、2017 年。特に、「海民の誕生」（50～62 ページ）。











＊ 12 小林行雄『古墳の話』岩波新書、1972 年［1959 年］、52 ページ。
＊ 13 佐原真「三十四のキャンパス ─ 連作四銅鐸の絵画の『文法』 ─」（小林行雄博士古稀記念論文集刊行委員
会編『考古学論考 ─ 小林行雄博士古稀記念論文集』平凡社、1982 年）によれば、○頭の人間は男、△
頭は女だという。
＊ 14 国立歴史民俗博物館編、前掲書、68 ページ。
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写真1 - ① A咸陽宮１号宮殿遺跡
（2011年９月筆者撮影）
［写真1 - ② A］阿房宮遺趾
（1908年11月足立喜六撮影）
［写真1 - ② B］阿房宮前殿遺跡 ①
（2019年８月筆者撮影）
［写真1 - ② C］阿房宮前殿遺跡 ②
（2019年８月筆者撮影）




























































写真1 - ① A咸陽宮１号宮殿遺跡
（2011年９月筆者撮影）
［写真1 - ② A］阿房宮遺趾
（1908年11月足立喜六撮影）
［写真1 - ② B］阿房宮前殿遺跡 ①
（2019年８月筆者撮影）
［写真1 - ② C］阿房宮前殿遺跡 ②
（2019年８月筆者撮影）


































































































［写真1 - ③ A］臨潼県東秦始皇帝陵
（1908年12月25日足立喜六撮影）
［写真1 - ③ B］始皇帝陵と驪山 ①
（2018年８月筆者撮影）
［写真1 - ③ C］始皇帝陵と驪山 ②
（2007年３月筆者撮影）
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［写真1 - ③ A］臨潼県東秦始皇帝陵
（1908年12月25日足立喜六撮影）
［写真1 - ③ B］始皇帝陵と驪山 ①
（2018年８月筆者撮影）
［写真1 - ③ C］始皇帝陵と驪山 ②
（2007年３月筆者撮影）
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［写真 2 - ③ A］漢武帝茂陵 ①
（1909年８月15日足立喜六撮影）
［写真 2 - ③ B］漢武帝茂陵 ②
（2002年８月筆者撮影）
［写真 2 - ③ C］漢武帝茂陵 ③
（2018年８月筆者撮影）
［写真 2 - ③ D］霍去病墓石刻 ①
（1940年代撮影か）
［写真 2 - ③ E］霍去病墓石刻 ①
（2010年８月筆者撮影）


















［写真 2 - ① A］漢未央宮趾
（1908年４月11日足立喜六撮影） ［写真 2 - ① B］未央宮前殿遺跡 ①
（2009年２月筆者撮影）
［写真 2 - ① C］未央宮前殿遺跡 ②
（2019年８月筆者撮影）
［写真 2 - ② A］天禄閣
（2009年２月筆者撮影）
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［写真 2 - ③ A］漢武帝茂陵 ①
（1909年８月15日足立喜六撮影）
［写真 2 - ③ B］漢武帝茂陵 ②
（2002年８月筆者撮影）
［写真 2 - ③ C］漢武帝茂陵 ③
（2018年８月筆者撮影）
［写真 2 - ③ D］霍去病墓石刻 ①
（1940年代撮影か）
［写真 2 - ③ E］霍去病墓石刻 ①
（2010年８月筆者撮影）


















［写真 2 - ① A］漢未央宮趾
（1908年４月11日足立喜六撮影） ［写真 2 - ① B］未央宮前殿遺跡 ①
（2009年２月筆者撮影）
［写真 2 - ① C］未央宮前殿遺跡 ②
（2019年８月筆者撮影）
［写真 2 - ② A］天禄閣
（2009年２月筆者撮影）
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［写真 3 - ① A］大明宮含元殿
（1907年９月３日足立喜六撮影）
［写真 3 - ① B］含元殿の地形図
（足立喜六作成）















［写真 2 - ④ A］漢宣帝杜陵陪冢
（1908年５月16日足立喜六撮影）
［写真 2 - ④ B］杜陵陪葬墓（皇后陵）
（2009年３月筆者撮影）
［写真 2 - ④ C］漢元帝渭陵
（1908年12月23日足立喜六撮影）
［写真 2 - ④ D］元帝渭陵の遺跡破壊
（2014年１月筆者撮影）
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［写真 3 - ① A］大明宮含元殿
（1907年９月３日足立喜六撮影）
［写真 3 - ① B］含元殿の地形図
（足立喜六作成）















［写真 2 - ④ A］漢宣帝杜陵陪冢
（1908年５月16日足立喜六撮影）
［写真 2 - ④ B］杜陵陪葬墓（皇后陵）
（2009年３月筆者撮影）
［写真 2 - ④ C］漢元帝渭陵
（1908年12月23日足立喜六撮影）
［写真 2 - ④ D］元帝渭陵の遺跡破壊
（2014年１月筆者撮影）
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［写真 3 - ② C］太液池 ②
（2019年８月筆者撮影）
［写真 3 - ③ A］曲江風景
（1908年８月16日足立喜六撮影）
［写真 3 - ③ B］曲江地形図
（足立喜六作成）


















［写真 3 - ① C］大明宮含元殿 ①
（2007年３月筆者撮影）
［写真 3 - ① D］大明宮含元殿 ②
（2019年８月筆者撮影）
［写真 3 - ② A］太液池蓬莱亭趾
（1908年７月11日足立喜六撮影）
［写真 3 - ② B］太液池 ①
（2007年３月筆者撮影）
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［写真 3 - ② C］太液池 ②
（2019年８月筆者撮影）
［写真 3 - ③ A］曲江風景
（1908年８月16日足立喜六撮影）
［写真 3 - ③ B］曲江地形図
（足立喜六作成）


















［写真 3 - ① C］大明宮含元殿 ①
（2007年３月筆者撮影）
［写真 3 - ① D］大明宮含元殿 ②
（2019年８月筆者撮影）
［写真 3 - ② A］太液池蓬莱亭趾
（1908年７月11日足立喜六撮影）
［写真 3 - ② B］太液池 ①
（2007年３月筆者撮影）
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［写真 3 - ④ A］宝慶寺華塔 ①
（撮影年不明足立喜六撮影）
［写真 3 - ④ B］宝慶寺華塔 ②
（2007年３月筆者撮影）
［写真 4 - ① A］西安城内文廟
（撮影年不明足立喜六撮影）
［写真 4 - ① B］碑林
（2007年３月筆者撮影）






























［写真 3 - ③ C］曲江池遺跡公園 ①
（2009年２月筆者撮影）
［写真 3 - ③ D］曲江池遺跡公園 ②
（2019年８月筆者撮影）
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［写真 3 - ④ A］宝慶寺華塔 ①
（撮影年不明足立喜六撮影）
［写真 3 - ④ B］宝慶寺華塔 ②
（2007年３月筆者撮影）
［写真 4 - ① A］西安城内文廟
（撮影年不明足立喜六撮影）
［写真 4 - ① B］碑林
（2007年３月筆者撮影）






























［写真 3 - ③ C］曲江池遺跡公園 ①
（2009年２月筆者撮影）
［写真 3 - ③ D］曲江池遺跡公園 ②
（2019年８月筆者撮影）
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［写真 4 - ③ C］ 西安城内清真寺境内二碑と回教徒児童
（1910年７月13日足立喜六撮影）
［写真 4 - ③ D］大清真寺 ②（Cと同位置）
（2019年８月筆者撮影）
［写真 4 - ④ A］西安城南門
（撮影年不明足立喜六撮影）
［写真 4 - ④ B］西安南門 ①
（2007年３月筆者撮影）
［写真 4 - ④ C］西安南門②
（2018年８月筆者撮影）






















［写真 4 - ② A］迎祥観
（1907年７月３日足立喜六撮影）
［写真 4 - ② B］迎祥観跡地
（2007年３月筆者撮影）
［写真 4 - ③ A］西安城内清真寺
（1910年７月13日足立喜六撮影）
［写真 4 - ③ B］大清真寺 ①
（2007年３月筆者撮影）
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［写真 4 - ③ C］ 西安城内清真寺境内二碑と回教徒児童
（1910年７月13日足立喜六撮影）
［写真 4 - ③ D］大清真寺 ②（Cと同位置）
（2019年８月筆者撮影）
［写真 4 - ④ A］西安城南門
（撮影年不明足立喜六撮影）
［写真 4 - ④ B］西安南門 ①
（2007年３月筆者撮影）
［写真 4 - ④ C］西安南門②
（2018年８月筆者撮影）






















［写真 4 - ② A］迎祥観
（1907年７月３日足立喜六撮影）
［写真 4 - ② B］迎祥観跡地
（2007年３月筆者撮影）
［写真 4 - ③ A］西安城内清真寺
（1910年７月13日足立喜六撮影）
［写真 4 - ③ B］大清真寺 ①
（2007年３月筆者撮影）
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６ 石松日奈子「新発見！早崎稉吉の自筆メモ『造像所獲記』」『季刊　永青文庫』105 号、2019 年
７ 関紀子「東京国立博物館が所蔵する早崎稉吉の写真資料について ― 茨城県天心記念五浦美術館が所蔵する
早崎稉吉日記との照合から ―」『アート・ドキュメンテーション研究』20 号、2013 年
８ 石松日奈子「永青文庫の中国石仏　早崎稉吉と細川護立」『季刊　永青文庫』105 号、2019 年





［写真 4 - ⑤ A］五丈原上孔明廟
（1909年11月足立喜六撮影）
［写真 4 - ⑤ B］五丈原武侯祠
（2016年８月筆者撮影）
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６ 石松日奈子「新発見！早崎稉吉の自筆メモ『造像所獲記』」『季刊　永青文庫』105 号、2019 年
７ 関紀子「東京国立博物館が所蔵する早崎稉吉の写真資料について ― 茨城県天心記念五浦美術館が所蔵する
早崎稉吉日記との照合から ―」『アート・ドキュメンテーション研究』20 号、2013 年
８ 石松日奈子「永青文庫の中国石仏　早崎稉吉と細川護立」『季刊　永青文庫』105 号、2019 年





［写真 4 - ⑤ A］五丈原上孔明廟
（1909年11月足立喜六撮影）
［写真 4 - ⑤ B］五丈原武侯祠
（2016年８月筆者撮影）
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附記 ②：本稿では2007年以来ほぼ毎年西安で調査した際の写真を利用した。各年の調査がどのような
目的でおこなわれたものか、どこに調査に行ったのかを備忘録として付しておきたい。同じ史蹟
を何回も訪問しているように思うが、結果として、本稿のような定点調査の資料として活用できた。
2018年度　海外歴史研修［三門峡・西安］
秦の始皇帝陵にて
2019年度　海外歴史研修［洛陽・西安］
秦阿房宮前殿遺跡にて
2007年３月 足立喜六古写真調査（秦始皇帝陵・宝慶寺・西安碑林博物館・華清池・唐長安大明宮・大雁塔・
小雁塔・興慶宮・関八仙庵・迎祥観跡・大清真寺・城隍廟・貢院跡・崇聖寺跡・大興善寺・
青龍寺・西安城壁）
2007年５月 天水調査（五丈原・漢景帝陽陵）
2007年12月 陝北調査（陝西師範大学博物館・西安碑林博物館）
2009年２月 足立喜六古写真調査（漢長安未央宮・天禄閣・曲江池遺跡・西安碑林博物館・小雁塔）
2009年10月 秦始皇帝陵調査
2010年３月 足立喜六古写真調査（漢宣帝杜陵・董仲舒墓・城南清真寺・臥龍寺・西安碑林博物館・関中
学院）
2010年８月 秦漢唐皇帝陵調査（秦始皇帝陵・鴻門の会遺跡・漢武帝茂陵・霍去病墓・唐太宗昭陵・西北
大学博物館）
2011年９月 秦漢皇帝陵・都城調査（秦東陵・秦始皇帝陵・漢高祖長陵・漢恵帝安陵・漢景帝陽陵・漢武
帝茂陵・漢薄太后南陵・咸陽市博物館・秦咸陽宮・秦阿房宮・漢長安未央宮）
2012年３月 秦始皇帝陵調査
2013年３月 秦始皇帝陵調査
2014年１月 秦漢皇帝陵調査（秦始皇帝陵・漢文帝覇陵・漢昭帝平陵・漢宣帝杜陵・漢元帝渭陵・漢成帝
延陵・漢哀帝義陵・漢平帝康陵・昆明池）
2014年８月 漢唐皇帝陵調査（唐睿宗橋陵・唐憲宗景陵・唐穆宗光陵・唐玄宗泰陵・漢武帝茂陵・秦咸陽宮）
2016年８月 隴山・宝鶏調査（秦始皇帝陵・五丈原）
2018年８月 淑徳大学海外歴史研修［三門峡・西安］（秦始皇帝陵・西安碑林博物館・五丈原・漢武帝茂陵・
秦咸陽宮・香積寺・興教寺・大雁塔・西市博物館・西門城壁）
2019年８月 淑徳大学海外歴史研修［洛陽・西安］（秦始皇帝陵・西安碑林博物館・南門城壁・大雁塔・
唐長安大明宮・漢長安未央宮・秦阿房宮・漢宣帝杜陵・曲江池遺跡公園）
